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１．はじめに  

 JR 東海道支線地下化・新駅設置事業は，JR 大阪駅

北エリア（通称「うめきた地区」）の西端を走行する東

海道線支線のうち 2.4km を大阪駅側に移設・地下化し，

大阪駅の地下ホームを設置する事業である.これによ

り，踏切の除却など安全性向上に加え関西国際空港へ

のアクセスおよび広域ネットワークの強化に大きく貢

献することが期待されている（図-1）．  

２．工事概要  

 開業にあたり，最後の土木工事としては，現在，工

事桁（延長約 230m）で支持している営業線（東海道

支線）を直下に切換える工事ある．また，本工事区間

は，東海道本線や大阪環状線，阪神高速道路に囲まれ

た狭隘な箇所に位置し，工事の難易度が高く，慎重な

施工計画が求められる（図-1，図-2）． 

図-1 工事位置図 

 

その区間において，軌道を直下に切換えるために支

持している 23 連の工事桁を 4 区間に分けて約 15 時間

で撤去し，新線に切換える工事を2023年2月に行った． 

また，工事桁の撤去作業は，狭隘箇所かつ環状線等

の列車運行中に行う作業であり，220ｔクレーンで直接

撤去できる範囲が限定されるため，工事桁の撤去方法

と搬出方向及びクレーン配置により，A,B,B’,C の 4 エ

リアに分け，切換当日に一斉に撤去を行った（図-2）． 

本稿では，そのうちの A エリアの工事桁を撤去する

計画，実証実験および実施工について報告する． 

図-2 工事桁撤去エリア区間 

 

３．施工計画 

A エリアは 6 連の工事桁（図-2：⑤～⑩）が東海道

本線高架橋直下に位置しており，220ｔクレーンによる

直接撤去ができないため，揚重可能な位置まで縦取り

搬送する計画を考えた．そこで，工事桁を大型トレー

ラーに載せられる大きさとし，地下化するために新設

軌道上まで吊り下ろした後，多軸台車により移動する

こととした．事前作業として，工事桁 1 連の 4 点を PC

鋼棒で結合し，センターホールジャッキを用いて吊下

げ可能とする吊下げ装置を各工事桁に対して 4 基配置

した．吊下げ装置は軌道外側から梁材を内側にスライ

ドし，その先端にセンターホールジャッキを設置し PC

鋼棒を使って工事桁を吊った状態でカンザシ桁をガス

切断する．カンザシ桁をガス切断した後，工事桁直下

の新設軌道上に多軸台車を配置し，工事桁を吊下げな

がら多軸台車上に下ろす（図-3）． 

新設する軌道部は，レール天端高さに合わせて，多

軸台車が軌道上を走行できるように，軌間内外をレー

ルレベルまで舗装した（写真-1）．
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図-3 吊下げ装置配図   写真-1 軌道内舗装 
 

４．実証試験 

 本工事は限られた時間内に地下化切換工事を完了す

ることが重要であった．しかし，前例のない特殊機械

を使用するため，各作業工程における必要時間を把握

するために事前に実証試験を実施した． 

① 吊下げ装置稼働試験 

軌条梁上をブーム梁がスライドする構造としたた

め，ブーム梁がスライドするために要する時間や摩擦

抵抗力，センターホールジャッキの設置，PC 鋼棒の取

付け，ジャッキに負荷をかけた状態で吊下げた対象物

を下ろす際に要する時間の確認を行い，その結果を元

に，人員配置やタイムスケジュールを作成した（図-4）． 

図-4 吊下げ装置計画図 

 

② 多軸台車走行試験 

多軸台車走行部を予め舗装しておき，切換の前日に

撤去する工事桁下を試験走行し，220ｔクレーンによる

揚重位置までの移動時間の計測を行った． 

③ カンザシ桁切断試験 

カンザシ桁に使用している鋼材と同じ仕様の鋼材

を用意し，ガス切断する際に要する時間の計測を行い，

その結果をもとに，荷重計算したうえでカンザシ桁の 

一部を先行切断することとした． 

５．施工報告 

上記の試験結果を踏まえ，実施工について述べる． 

① 220ｔクレーンによる直接撤去 

工事桁①～④については，220ｔクレーンの作業半径

内であり，JR 東海道本線との離隔も十分であるため，

直接撤去した． 

② 吊下げ装置の設置・吊下げ・ガス切断 

工事桁⑤～⑩は工事桁ごとに吊下げ装置 4 基を使用

し，PC鋼棒で吊下げた状態で，カンザシ桁をガス切断

した．ガス切断とセンターホールジャッキを盛替えな

がら工事桁を吊下げる作業は，工事桁 1 連あたり約 1

時間で施工できた（図-5）．

 
図-5 多軸台車計画図 

 

③ 多軸台車による縦取り 

多軸台車を操作して，撤去する工事桁直下に配置し，

工事桁を載せた後，220ｔクレーンの作業半径内まで運

搬した．荷締めから 220ｔクレーンによる搬出完了ま

で約 10 分で施工できた（写真-2）． 

写真-2 多軸台車による縦取り状況 

 

６．まとめ 

① 前例のない施工について，事前に実証実験を行う

ことで，所要時間や施工の可否が確認できた． 

② 本稿に示す 3Ⅾ動画や模型を作成したことで，施

工詳細の検討および工事従事者の作業手順習得

ツールとして非常に有効であった． 

③ 実施工はスムーズにでき，計画より約 50 分早く

次工程作業に引き渡すことができた． 
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